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はじめに 
 

 

 

 
 

 

景観とは 

「景観」とは、建物やまち並み、山の稜線、道路、木々のみどりなど、普段目に

している「風景」や「景色」を人々がどのように認識しているかを表す言葉です。 

景観は、見た目の「美しさ」だけではなく、そのまちの表情や個性といった「健

康の度合い」を表し、その場所の風の感触や、草木の香り、地面の踏み心地、にぎ

わい、日差しの暖かさ、なつかしさ、安心感など、五感で感じるさまざまな感覚や、地

域の文化、風土とも深く関わっています。 

 

町田市の景観づくり 

町田市の景観は、それぞれの地域の多くの人々によって日々の生活と共に守られ、

育まれてきました。 

これからも地域で長い間守られてきた魅力的な景観を、地域で共有し、守り育て

ていくとともに、新たにつくられるものについては、その地域の資源や特徴に配慮

して景観づくりを進めていくことが重要であると考えます。 

景観づくりは、そうした地域への配慮の積み重ねによって、地域の魅力を高めて

いくことであると考えます。だれもがそれぞれの地域の景観に愛着を持ち、魅力的

な景観を地域の共通の財産として次世代に引き継いでいくことを目指し、景観づく

りに取り組みます。 
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１ 計画策定の背景と必要性 

町田市は、多摩丘陵の連なりと谷戸の織りなす表情豊かな地形を有し、田畑や里山など

のみどりが多くの人々の手によって引き継がれた豊かな自然環境を残しています。 

一方、戦後の高度経済成長期の中で急速に市街化が進み、多くの住宅地がつくられ、そ

れぞれの地域の成り立ちに応じて多様なまち並みが形成されています。 

また、町田駅周辺は、幕末の頃から生糸の生産地と横浜とを結ぶ「絹の道」の要所とし

て栄え、現在も町田市だけではなく周辺都市の商業の拠点として、「商都まちだ」を特徴

づけるにぎわいのある景観が見られます。 

このような、自然・歴史・文化・生活・経済活動を背景として培われてきた町田市の景

観は、活発な市民の活動を中心につくられてきました。 

それぞれの地域における景観の価値を、市民の誇りとして、継承し、創造していくため

には、町田市独自の考え方を持ち、積極的に景観づくりに取り組んでいく必要があります。 

景観法 ※１の施行により、地方公共団体が景観法に基づいて景観づくりを進めることが

可能になり、基礎自治体である市が積極的に景観行政を担い、地域住民の意見を反映した

きめ細かな景観づくりに取り組むことが求められています。 

今後、町田市としてより良い景観づくりを進めていくために、「景観法」及び「町田市

景観条例」※２に基づき、町田市の景観づくりの方針を明確にし、誘導を図るとともに、市

民、事業者、行政の協働による独自の取り組みを推進する計画として、「町田市景観計画」

を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 景観法（平成16年法律第110号）：我が国の都市、農山漁村等における良好な景観の形成を促進するため、景観計画の

策定その他の施策を総合的に講ずることにより、美しく風格のある国土の形成、潤いのある豊かな生活環境の創造及び

個性的で活力ある地域社会の実現を図り、もって国民生活の向上並びに国民経済及び地域社会の健全な発展に寄与する

ことを目的とする。 

※２ 町田市景観条例（平成21年6月26日町田市条例第23号）：町田市の良好な景観の形成に関し、景観法の規定に基づく

景観計画の策定、行為の規制等に関し必要な事項を定めることにより、市の自然、歴史、文化等に配慮した良好な景観

の形成を推進し、もって生活風景に魅力と豊かさを感じられるまちの実現に資することを目的とする。 
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（２）自然的要素からみた町田市の景観 

１）地形からみる特徴 

町田市は、西端の関東山地から次第に丘陵地、台地、低地と段階的に変化し、中心

市街地などがある相模原台地を除いて、ほぼ全域が、関東山地から南東に向かって三

浦半島へと続く多摩丘陵に属しています。 

市内における多摩丘陵は、鶴見川、境川、恩田川とその支流が深く入り込み、その

浸食によって形成された開析
かいせき

谷
こく

 ※１が発達した地形となっています。 

市内の最高地点は西北端の草戸山（通称：一年山）の海抜364ｍであり、最も低い

地点は三輪地域の海抜27ｍです。 

「山地」「丘陵地」「台地」「低地」によって構成され、河川に沿ってひだのよう

に低地が丘陵地に入り込み、市北西部の丘陵地帯から南東部に向けて、標高が下がっ

ていきます。 

市の景観は、起伏に富んだ地形構造と密接な関わりをもちながら形成されています。 

 

■多摩丘陵の連なり 
 

出典：町田市緑の基本計画 1999 年 9 月 

 

 

 

 

 
※１ 開析谷：風や水の作用により地盤が削られてできた谷状の場所 
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２）河川や水辺の景観 

市内には、主要な河川として鶴見川、境川、恩田川、真光寺川があり、それぞれの

源流が存在します。いずれの河川も多摩丘陵を源流域とし、市域から神奈川県を流れ、太

平洋に注いでいます。 

鶴見川は、水源を市北部の上小山田地域に持ち、東京湾へと注ぎ込んでいる42.5km

の１級河川です。 

鶴見川は、複雑な地形を有する多摩丘陵の中を、いくつもの谷戸から流れてくる支

流との合流を繰り返しながら流れています。 

特に、鶴見川源流の泉やその周辺の谷戸、里山によって形成される風景は、町田市

の原風景であり、自然の豊かさを象徴する景観のひとつです。 

境川は、市の西端の大地沢及び神奈川県の城山湖付近を水源とし、都県境となる多

摩丘陵と相模原台地の間を緩やかな曲線を描いて相模湾へと注ぎ込む49.8km の2 級

河川です。 

河川沿いには、自転車歩行者専用道路（境川ゆっくりロード）が整備され、河川の

景観を眺めながら、サイクリングやジョギング、ウォーキングを楽しむ光景が見られ

ます。 

 

 

■河川の分布及び流水域 
 

出典：町田市緑の基本計画 1999 年 9 月 
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５ 景観づくりの基本的な視点 

 

（１）「協働」による景観づくり 

近年、人々の関心は身近な生活空間の向上に向けられており、今まで以上に地域独自

の個性を活かしたまちづくりが大切になってきています。 

景観は、地域の自然や文化・歴史の表れであり、「人々が住み続けたい、訪れたい」と

思うようなだれもが誇れるまちをつくりあげていくために、市民・事業者・行政の協働

による地域の個性を活かした景観づくりを重視します。 

 

 
（２）景観資源の保全と景観づくりへの具体的な取り組み 

市の景観の重要な要素となっている資源の多くは、都市化の進行による急激なまち並

みの変化によって、失われてきている状況にあります。 

市では、これまでにも景観づくりに関わる取り組みを行ってきていますが、守るべき

景観資源や景観づくりの方向性について、明確な考え方を示してきませんでした。 

そのため、市の景観づくりの基本的な考え方やその実現化方策を具体化し、取り組み

を進めていくことを重視します。 

 

 
（３）市民ニーズの高まり 

市内の各所では、「町田市住みよい街づくり条例 ※１」に基づく登録団体による街づく

り活動が展開されています。それらの活動の中には「景観づくり」に関する取り組みも

含まれており、「景観づくり」は「街づくり」の主要な要素として捉えられています。 

今後は、都市計画法や建築基準法 ※２などに基づく手法だけではなく、景観法に基づく

景観地区 ※３や景観協定 ※４などの制度を積極的に活用した取り組みが増えていくことが

想定されるため、その取り組みに応じて支援の充実を図っていくことを重視します。 

 

 

 

 

 
 

※１ 町田市住みよい街づくり条例（平成15年町田市条例第49号）：町田市基本構想に基づき、町田市都市計画マスタープラン

の基本目標の実現を図るため、市民、事業者及び町田市それぞれの役割及び責務を明らかにするとともに、街づくりの推進

に関する必要な事項を定め、もって地域及び地区の特性を生かした個性ある街づくりの実現を図ることを目的とする。 

※２ 建築基準法（昭和25年法律第201号）：建築物の敷地、構造、設備及び用途に関する最低の基準を定めて、国民の生命、健康及

び財産の保護を図り、もって公共の福祉の増進に資することを目的とする。 

※３ 景観地区：景観法第61条第1項に規定する景観地区のこと。都市計画法第８条第1項第６号の規定により、地域地区の一

つとして指定することができる。 

※４ 景観協定：景観法第81条第1項に規定する景観協定のこと。土地所有者等の全員の合意により締結することができる。 

  
















